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NPO法人ワンエイドの成り立ち

所在地・神奈川県座間市相模が丘4-42-20 ・NPO設立平成23年1月

神奈川県まちづくり協会入居支援事業団体として神奈川県に登録。

平成29年度住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅等への入居支援 実施事業者として活動

令和元年８月 神奈川県居住支援法人の指定を受ける

令和元年 座間市より居住支援推進事業委託 令和2年 自立相談支援補助員委託

令和２年 一時生活支援事業委託

親が要介護になり、「介護保険でまかないきれない部分を安価でサポートしよう。」と不動産会社に勤めな

がら、 高校の友人同士でNPO法人ワンエイドを設立。生活サポートと送迎サービスを始める。NPOとして

高齢者のサービスを行う中、「引越したいけど貸してくれるところがない。」「役所に相談に行っても、不動産

屋に行ってみてと言われ門前払いになる。」と多くの相談を受ける。

門前払いを絶対にしない！を理念に、H24年理事が不動産業を立ち上げる。

住まいのサポートを行うと、「年金前は食べ物がない」

「生活保護を受けているが食べ物の相談はできない」などの声を

受け、フードバンク事業を始める。

現在、児童養護施設出身者のサポート、こども食堂や生活困窮者

へ食料の支援、住まいの相談業務を月に約150件行っている。 理事 石塚惠

理事長 松本篝



NPO法人ワンエイドの活動

住み替えが困難な人は・・・
• サブリース（NPOでアパートを借り上げ、家賃を確保）
住宅要配慮者は、非常に部屋が借りにくい。やっと見つかっても審査落ちのことも・・

いよいよ生活が難しくなってきた場合は・・・
地域包括支援センター等と連携、介護認定の手続き、老人ホームの紹介、入所のお手
伝い等も行う。

• 見守り（週1～2回、電話と訪問による安否確認）
• 認知症の早期発見

• 高齢者等の一人暮らしを支援

• 生活サポート
• 引越しの梱包や開梱

• 片付け→認知によりゴミ屋敷になる場合も。(亡くなった後の片付けも)

• 各種手続き（生活保護申請の付添、行政への届出等）

住まいに困っている人は食べ物にも困っている。→フードバンクを開始

→ 物件を守る意味も。



連携することで支援を広げる

・行政、社協、包括、地域との連携でSOSを見逃さない。

・生活保護申請中の間の食料。
・ホームレスやDV被害者、高齢者からの相談。
・年金前、こども食堂、地域サロンからの情報。
・住まいや食べ物、生活に関する相談を含め、
月に150件以上の相談が来る。

・企業様からのフードドライブ
・座間市協力によるフードドライブ、食品ロスの広報
・地域の企業、農家、個人の方からの食料の寄付
・企業様からのフードドライブ・活動資金の助成

支援が必要な人たちを、
地域で連携しサポートしていく！



かながわフードバンク様





絶対に見捨てない・門前払いしない。

支援があれば自宅で暮らせる。少しだけ力を貸して
ほしい。そんな声が多く聞かれます。

私たちはやさしさの循環を目指しています。
「どうにかしてあげたい」という思いが先行して
大変なことも多いですが、一人でも多くの方の生活
が、より良く改善されるようにサポートしていきた
いと思っています。

本日はありがとうございました。


